
R 6 年 12 月 1 日

11 時 00 分 ～ 19 時 00 分

法人（事業所）理念

支援方針

支援プログラム（放課後等デイサービス）

事業所名 ：

健康・生活

家族支援

・イベント ： クリスマス会　夏祭り

・その他、季節に合わせた行事

送迎実施の有無営業時間

地域支援・地域連携

・地域のスーパー等への買い物

・相談支援事業所及び、その他の関連事業所への情報共有と連携

・必要に応じて、役所などへの機関への情報提供と連携

本

人

支

援

・家庭での困り事や悩み事への助言やアドバイス

・居宅介護事業所との連携による、居宅での生活面のサポート

人間関係

社会性

言語

コミュニケーション

認知・行動

運動・感覚

・学校への情報提供、及び情報共有を行い連携を図る

・新入職員研修

・法定研修（法令遵守、虐待防止、ハラスメント、感染症防止 等）

・外部研修への参加

La・Puule 住之江 作成日：

支　援　内　容

・健康状態の把握

・荷物の整理整頓や手洗いなど日常における基礎的スキルの獲得

・運動やビジョントレーニングを通して、感覚への刺激を与え体幹や感覚を養う支援

・工作活動を通して、手指の感覚や力加減などを養う支援

主な行事等

移行支援

職員の質の向上

あり

児童及び保護者との信頼関係を築き、お子様、並びにご両親のお悩みにも耳を傾け

ご家族が日々、充実した生活が送れるよう支援を行う。

日常生活における必要なスキルや集団、社会でのルールを学び

『自立した生活』 を目標に支援を行う。

・来所から降所までのスケジュールを明確にし、その中で自身のやりたいこと、やるべきことを

　段取りするスケジューリング能力を養う支援

・タイマーを用いての、ルール理解も含めた切り替えを行う力を養う支援

・幅広い年齢層(６歳～18歳) の児童で集団活動を行うことによる交流を通した支援

・SSTの活動を通して、意見交換を行い自分の意見や思いが伝わる経験ができる支援

・国語の活動や自由時間を通して多くの言葉に触れる環境を作り語彙力を養う支援

・外出による外でのルール、マナーを学習する支援

・プログラムや活動を通して自身の得意や苦手を自分で理解できる支援

・本人の発信に対し需要を行うことで自己肯定感を高め自分に自信を持てる支援


